
                 

令和６年度 函館市地域学校協働活動連絡会議委員名簿 
              （令和６年４月１日現在） 

配置校 所属・役職 氏  名 

青柳中学校，弥生小学校， 

青柳小学校，あさひ小学校 

西部児童館 館長 

（学校運営協議会委員） 

工藤 勉 

港中学校，港小学校 港小学校 元ＰＴＡ会長，民生児童委員 

（学校運営協議会委員） 

梅田 史恵 

深堀中学校， 

駒場小学校，深堀小学校 

地域包括支援センターゆのかわ 保健係長 

（学校運営協議会委員） 

京谷 佳子 

五稜郭中学校， 

万年橋小学校 

北浜町会総務部長，民生児童委員 

（学校運営協議会委員） 

酒井 道子 

北中学校，北日吉小学校 

 

北中学校 元ＰＴＡ会長 

（学校運営協議会委員） 

齊藤 文大 

恵山中学校，えさん小学校 えさん小学校 ＰＴＡ会長 

（学校運営協議会委員） 

三好 ひとみ 

戸井学園，戸井幼稚園 

 

地域包括支援センター社協 管理者 

（学校運営協議会委員） 

髙田 伸一 

巴中学校 

 

元的場中学校 ＰＴＡ副会長 

（学校運営協議会委員） 

吉村 小織 

桔梗中学校 

 

桔梗中学校 元ＰＴＡ会長 

（学校運営協議会委員） 

干山 毅 

中部小学校 

 

学校給食会事務局長，民生児童委員 

（学校運営協議会委員） 

中村 ひでの 

北星小学校 北星小学校 ＰＴＡ顧問 

（学校運営協議会委員） 

梶原 亜里沙 

千代田小学校 

 

千代田小学校 元ＰＴＡ会長 

（学校運営協議会委員） 

阿久津 満希 

大森浜小学校 

 

函館市ＰＴＡ連合会 事務局長 

（学校運営協議会委員） 

中村 和代 

高丘小学校 

 

高丘小学校 元ＰＴＡ会長，高丘町会長  

（学校運営協議会委員） 

郷六 信司 

中の沢小学校 中の沢小学校 ＰＴＡ副会長 

（学校運営協議会委員） 

 間  有紀 

昭和小学校 

 

昭和小学校 元ＰＴＡ会長，民生児童委員 

（学校運営協議会委員） 

照井 千津 

亀田小学校 

 

亀田小学校 ＰＴＡ役員 

（学校運営協議会委員） 

田中 真未 

東山小学校 

 

東山小学校 元ＰＴＡ役員 

（学校運営協議会委員） 

松浪 あゆみ 

 

南本通小学校 南本通小学校 元ＰＴＡ会長 

（学校運営協議会委員） 

佐々木 麻紀子 

 

本通中学校 

 

南本通小学校 元ＰＴＡ会長 

（学校運営協議会委員） 

神田 克実 

市立函館高校 市立函館高校 元ＰＴＡ会長 

（学校運営協議会委員） 

田中 慎一 

            令和６年度 計３０校・１園 ２１名              

資料１ 



函館市地域学校協働活動連絡会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 本市の地域学校協働活動の推進に関し必要な検討を行うため，函館市教育委員会

（以下「教育委員会」という。）に，函館市地域学校協働活動連絡会議（以下「会議」と

いう。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 会議は，次に掲げる事項について検討する。 

（１）各市立学校における地域学校協働活動の取組事例と本市の地域学校協働活動の今   

後の方向性に関すること。 

（２）地域学校協働活動推進員の配置および地域学校協働本部の設置に関すること。 

（３）その他地域学校協働活動に関すること。 

 

（組織） 

第３条 会議は，函館市地域学校協働活動推進事業地域コーディネーター設置要綱に基づ 

く地域コーディネーターで，教育委員会が委嘱する委員をもって組織する。 

２ 会議にオブザーバーを置き，必要に応じて意見，助言等を求めることができる。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は，委嘱の日からその日の属する年度の末日までとする。 

２ 委員の再任は，妨げないものとする。 

  

（座長） 

第５条 会議に座長を置く。 

２ 座長は，委員の互選により定める。 

３ 座長は，会務を総理し，会議を代表する。 

４ 座長に事故等があるときは，あらかじめ座長の指名する委員がその職務を代行する。 

 

（会議） 

第６条 会議は，座長が招集する。 

２ 座長は，会議の議長となる。 

３ 座長は，必要があると認めたときは，委員以外の者の出席を求め，意見を聴取すること 

ができる。 

４ 第１項の規定にかかわらず，教育委員会は，必要に応じ，委員を招集し会議を開くこと

ができる。 
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（庶務） 

第７条 会議の庶務は，教育委員会学校教育部教育政策推進室学校再編・地域連携課におい 

て処理する。 

 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか，会議の運営に関し必要な事項は，座長が会議に諮っ

て定める。 

 

附 則 

 この要綱は，令和２年７月２８日から施行する。 

附 則 

 この要綱は，令和４年４月１日から施行する。 



 

函館市地域学校協働活動推進事業地域コーディネーター設置要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は，函館市教育委員会（以下「委員会」という。）が委嘱する地域コーデ

ィネーターに関し，必要な事項を定めるものとする。 

 

（委嘱） 

第２条 地域コーディネーターは，函館市立の幼稚園，小学校，中学校および高等学校（以

下「学校」という。）や地域の現状を理解し，学校の教育活動向上に意欲がある者のうち

から，委員会が委嘱する。  

 

（活動内容） 

第３条 地域コーディネーターの活動内容は，次のとおりとする。  

（１）学校の関係者，地域ボランティアとの連絡および調整に関すること。  

（２）地域ボランティアに係る情報収集，育成等に関すること。 

（３）学校への地域ボランティアに係る情報の提供に関すること。 

（４）活動内容の発信および周知に関すること。 

（５）前各号に掲げる活動内容のほか，委員会が必要と認めること。  

 

（承認） 

第４条 地域コーディネーターは，第２条の規定により委嘱される場合，承諾書（第１号様

式）を委員会に提出しなければならない。  

 

（活動状況の管理および活動記録の作成） 

第５条 地域コーディネーターは，活動状況を報告するため，地域コーディネーター実績報

告書（第２号様式）を委員会に提出しなければならない。  

 

（身分証）  

第６条 委員会は，第２条の規定により委嘱した地域コーディネーターに対し，身分証（第 

３号様式）を交付する。  

２ 地域コーディネーターは，活動に従事するときは，常に身分証を所持しなければならな 

い。  

 

（報酬） 

第７条 地域コーディネーターの活動は，無報酬とする。 
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(任期)  

第８条 地域コーディネーターの任期は，委嘱の日からその日の属する年度の末日までとす

る。ただし，再任を妨げない。  

 

（委嘱の辞退）  

第９条 地域コーディネーターは，前条の任期の満了前に委嘱を辞退しようとするときは， 

１４日前までに委員会に申し出なければならない。  

 

（委嘱の解除）  

第10条 委員会は，地域コーディネーターが次の各号のいずれかに該当する場合は，任期の

満了前であっても委嘱を解くことができる。 

（１）地域コーディネーターの活動を怠った場合  

（２）心身の故障のため，活動の継続に支障があり，またはこれに堪えられない場合  

（３）地域コーディネーター活動の実績が良くない場合  

（４）地域コーディネーターとしてふさわしくない行為があった場合  

 

（守秘義務）  

第11条 地域コーディネーターは教育委員会または学校の許可があった場合を除き，その活

動上知りえた秘密を漏らしてはならない。また，地域コーディネーターの委嘱期間終了後

も同様とする。  

 

（委任）  

第12条 この要綱に定めるもののほか，この要綱の施行について必要な事項は，函館市教育

委員会学校教育部教育政策推進室学校再編・地域連携課長が別に定める。 

 

附 則 

 この要綱は，令和２年７月７日から施行する。 

 



【様式第１号】 

 

 函館市地域学校協働活動推進事業 

地域コーディネーター承諾書 
 

 

 

私は，下記事項を了承し，函館市地域学校協働活動推進事業地域コーデ

ィネーターとなることを承諾します。 

 

記 

 

１ 期   間      年  月  日～     年  月  日 

 

２ 配 置 校  函館市立    学校 

 

３ 報   酬  無報酬とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   年  月  日 

  

 函館市教育委員会 様 

 

               住 所 

                

氏 名            印  

 



【様式第２号】 
 

年度 函館市地域学校協働活動推進事業 

地域コーディネーター実績報告書（  月分） 
 

学校名  
地域コーディネーター 

氏名 
  

 

活動日 曜日 活  動  内  容 
活動時間 

（24 時間表記） 
本人印 校長印 

   
～ 

  
時間数 時間 

   
～ 

  
時間数 時間 

   
～ 

  
時間数 時間 

   
～ 

  
時間数 時間 

   
～ 

  
時間数 時間 

   
～ 

  
時間数 時間 

   
～ 

  
時間数 時間 

   
～ 

  
時間数 時間 

   
～ 

  
時間数 時間 

   
～ 

  
時間数 時間 

活動時間（合計） 時間   

※ 翌月１５日までに，函館市教育委員会へ提出するものとする。 



【様式第３号】 

 

第 号  

身分証明書 

所属学校名： 
氏   名： 

生 年 月 日： 

 

  上記の者は，本市の地域学校協働活動推進事業地域コーディネー 

ターであることを証明する。 

 

任期    年   月   日 

                    年   月   日 

 

  年  月  日 

 函館市教育委員会  印 

 



地域コーディネーターの役割と重要性について

 令和６年７月１日（月）

 函館市教育委員会 学校再編・地域連携課

(内容)

函館市のコミュニティ・スクールの現状

地域コーディネーターの役割と活動について

教職員の業務改善のための取組

地域学校協働活動連絡会議の今後について



１ 函館市の学校運営協議会の設置状況
（令和６年度）

・小学校３８校
・中学校１８校
・義務教育学校１校
・高等学校１校
・幼稚園１園

３９協議会
１００％
地域コーディネーターの配置
３０校・１園 計２１名



２ 地域コーディネーターの役割

・学校の関係者と地域をつなぐ役割

・ボランティアの情報収集，連絡，調整

【学校】
・こんな取組がしたい
・こんな人材がほしい

・一緒に活動してもらい
たい

【地域】
・こんなことを知っている
・こんなことができる
・何か役に立ちたい

知らせる つなぐ 育てる 支える



地域コーディネーターの活動は…

    「十人十色」
町会関係との

コネクションが強い！

PTA経験があるから
学校のことは

よく知っている！

福祉関係のノウハウは
まかせて！



地域コーディネーターの活動を…

持続可能な活動へ
子どもたちのために

学校と家庭と地域が一体となって



３ 教職員の業務改善のための取組
（函館市教育委員会 平成２９年策定 令和６年３月改定）

取組期間 令和８年度まで

目標 教職員の「時間外在校等時間」を１か月で４５時間以内，

１年間で３６０時間以内とする

目指す姿 教職員一人一人が，「変わってきた」と実感できる働き

方改革の推進  

 



取組内容 １ 校務の効率化と役割分担の推進

（１）ＩＣＴの活用による校務効率化の推進 

（２）保護者・地域等との連携協働

（３）専門スタッフ等の配置促進 

（４）学校給食費およびその他の学校徴収金の徴収・管理業務の

負担軽減



・町内会等とこれまで以上に連携し，地域として児童生徒の登下

校や放課後の見守りを行う取組を推進します。

・ 学校・地域・家庭が一体となって子どもたちを育む「地域とと

もにある学校」への転換を図るため，コミュニティ・スクール

の活用を推進します。

  地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働し，様々な取

    組を行うため，地域コーディネーターを配置するなど，地域学

校協働活動の体制整備を進めます。

 

（２）保護者・地域等との連携協働



教師を取り巻く環境整備について緊急的
に取り組むべき施策(提言) 抜粋
（文部科学省 令和5年8月28日）

【緊急提言】

１．学校・教師が担う業務の適正化の一層の推進

２．学校における働き方改革の実効性の向上等

３．持続可能な勤務環境整備等の支援の充実



１．学校・教師が担う業務の適正化の一層の推進
「学校・教師が担う業務に係る３分類」を徹底するための取組



令和5年度戸井学園
・戸井幼稚園活動報告

地域コーディネーター 高田 伸一



学校の概要

（戸井幼稚園）

・5歳児2名、4歳児3名、3歳児2名（全園児7名）

・職員は、園長、教頭、教諭、用務員の4名

（戸井学園） 全校63名

・ジュニアクラス（1～4年生）28名

・ミドルクラス（5～7年生）22名

・シニアクラス（8～9年生）13名

戸井幼稚園



取り組み①
（戸井幼稚園での困りごとへの対応）

（経過）

• 第1回学校運営協議会にて戸井幼稚園より困りごとについて相談。

• 園児が使用している大きな積木が古くなり木の表面がささくれ状
態になり、これまで職員が都度メンテナンスをしてきたが、対応
が困難になってきているため、地域の方の協力でヤスリがけや塗
装など支援していただけないかとの相談。

• 修復する予算もない。

• どのように地域の方へ調整して良いか分からない。



取り組み①
（戸井幼稚園での
困りごとへの対応）

（対応）

・町会への声がけやボランティアへの声がけができる事を提案。

・ボランティアの都合で協力してほしいと話されていたが、日程
を決めて対応した方が協力しやすいことを提案。

・ヤスリや塗料を購入する予算がないとのことでコーディーネー
ターの活動予算を活用できる可能性があるため、確認させていた
だく事とした。

・ヤスリかけについては、積木の数も多く、手作業では大変であ
るため、戸井学園の技術室の工具を借りることはできないかを提
案し、確認していただくこととした。

積木の状態



取り組み①（戸井幼稚園での
困りごとへの対応）

•小安町会・釜谷町会・汐首町会の協力で無事修繕





戸井学園

• 夏休みの2日間、冬休みの2日間を利用して福祉教育を実施してほ
しいと相談。対象の学年は5、6年生

（提案）

１．認知症サポーター養成講座・車椅子の取り扱い

２．ノマリー教室

３．多世代交流

４．栄養から地域福祉を学ぶ



取り組み②戸井学園
認知症サポーター養成講座



取り組み②戸井学園
車椅子の取り扱い



取り組み③戸井学園
ノーマリー教室（介護ロボット体験）

• 講師：マルベリーさわやかセンター函館



取り組み②戸井学園
ノーマリー教室（介護ロボット体験）

• 講師：マルベリーさわやかセンター函館



取り組み③戸井学園
餅つき体験多世代交流



取り組み④戸井学園
栄養から地域福祉を学ぶ



ご静聴ありがとうございました。



函館市立本通中学校

地域と共にある学校づくり
〜令和5年度 コミュニティ・スクール実践報告〜



令和6年度 函館市立本通中学校生徒数

１学年生徒数 男子 ６９名 女子 ９１名 合計 １６０名

２学年生徒数 男子 １００名 女子 ８４名 合計 １８４名

３学年生徒数 男子 ８６名 女子 ８８名 合計 １７４名

特別支援学級生徒数 男子 １５名 女子 ６名 合計 ２１名

全校生徒数 男子 ２２５名 女子 ２６３名 合計 ５１８名



本通町会

本通中央
町会本通中学校

鍛冶町会

本通中学校と現在連携している
校区内町会



令和5年度 地域と実施した協働活動

地域ボランティア清掃

文化祭の時，市民会館に行く途中の見守り活動

家庭科など，学習活動の補助



地域ボランティア清掃
〜地域の皆さんと共にボランティア清掃〜



本中地域ボランティア清掃とは

本通中学校生徒会が中心となって，生徒に清掃
ボランティアを募集し，日頃お世話になっている
地域のゴミ拾いをするなど，お掃除をするボラン
ティア活動



令和4年度までの本中ボランティア清掃

本通中学校の生徒だけで実施



本通町会，本通中央町会，鍛冶町会，
本通中学校運営協議会委員

本通中学校生徒

令和5年度 本中ボランティア清掃では



当日の様子
〜令和５年７月３日（月）〜



文化祭の時，市民会館に行く途中の
見守り活動

〜通学路ではない道での見守り活動〜



文化祭時の見守り活動とは

文化祭の時，市民会館に行く途中の車通りが多

い交差点や，歩道での見守り活動



令和4年度までの文化祭見守り活動

教職員だけでの見守り



令和5年度 文化祭見守り活動

教職員

本通町会役員と本通中PTA



当日の様子
〜令和５年９月２０日（水）〜



学習支援活動
〜地域と保護者とのボランティア活動〜



本通中 学習支援活動とは

家庭科などの実習補助や校外学習支援，また，

体育大会など，サポーターとして活躍



地域学習
〜第１学年 西部地区の校外学習サポート〜



家庭科実習補助
〜ミシン実習のサポートを実施〜



家庭科実習補助
〜調理実習のサポートを実施〜



またコーディネーターとして、、、

•第２学年のキャリア教育実施に向けて，公的機関や事業

所，民間企業や個人店などへの問い合わせ作業補助

•各関係町会や協力事業所への訪問



令和6年度 本通中CS取組み
〜新たな本通中コミュニティ・スクール〜



地域サポーターの募集

保護者の地域サポーターへの参加協力の促進

古着deワクチンプロジェクトの発足





体育大会サポート
〜PTAによるサポートボランティア〜



古着deワクチンプロジェクト
〜地域が主体となる新たなかたち〜



古着deワクチンプロジェクト
実行委員会

本通中学校CS

南小協働活動推進委員会

本通町会 本通中央町会 鍛冶町会

本通中学校 南本通小学校

企業

事業所

団体



資料

今年度は，本通中学校に場所を変え，
南本通小学校CSと協働開催とし，昨年

よりも規模を広げ，地域や関係小学校，
また，各企業や団体と共同で開催する



学 校 地 域



地域でつなげるまちづくり・学校づくり

函館市立亀田中学校

コミュニティ・スクール

実践のご紹介





けれど･･･コロナ禍まっただ中
令和２年 さて、何から始めよう？

「つなげてみた」※御用聞き

少しずつ カタチにしていった



歩く速さで 点から線へ

１ まずは近隣の学校どうしで

そしたら、北美原地区のケア会議を見つけた！

２ お向かいの地域包括支援センター亀田に行く

そしたら、所長さんと課題を共有できた！

３ さらに、町会や児童館、亀田交流プラザにも

そしたら、カタチになりだし、広がりはじめた。



北美原まちのつながりプロジェクト

令和５年８月＆１１月

各関係機関の打ち合わせ
会議を経て･･･



地域のWin と 学校のWin
＊生徒のボランティア的ニーズ

全国学力調査から

「困っている人がいたら助けたいか？」

↓

全国平均を上回る「気持ち」がある！



町会のWin と 学校のWin
＊生徒のボランティアニーズ

全国学力調査から

「地域の行事に参加しているか？」

↓

全国平均を下回る･･･機会が少ない？



花かいどうボランティア R5.6 での賑わい



町会のWin と 学校のWin

＊お客さんではなく、スタッフとして･･･

＊活動の記録も保証して･･･

＊主催側が主体となる管理で･･･

→ NEXT 亀プラ「ボラ活」の例･･･



教師の引率なし 参加記録をメールでやりとり



北美原まちのつながりプロジェクトをきっかけに
はこだて未来大学さんとの授業コラボへ



持続可能なつながり
・「つなぐ役割」の大切さ。

・「引率」の問題（学校の働き方改革）

            ＝責任の所在・勤務の関係

・定期的活動を急がず。（義務・動員）

・まずは、参加数にこだわらず。

・「御用聞き」ネットワークの確保。 など



校長の野望！？
亀田中 敷地の公園化

花木の手入れ

フットパス

ランニングコース

ビオトープ

バードテーブル 等



コロナ後間もない活動は、まだ緒に着
いたばかりです。あせらず、できる範囲
で、伝え合いながら進めています。
そして、相互の垣根が低くなり、広

がっていくことを願っています。

ご清聴ありがとうございました。



齊藤文大（函館市立北中学校地域コーディネーター）

《内容》
◇
◇

○

○

○

◇
○

○

○

◇
○

○

○

○

◇
◇

○

函館市立北中学校（對馬寿恵校長）特別授業「防災について考える時間」

令和6年3月1日（金）実施
令和6年7月1日（月）報告

自然災害とは？
顕著な災害例（山地災害を題材に）

導入
自己紹介，企業紹介

・なぜ地震・火山活動が活発なのか
日本の地勢

　　プレートと最近の大地震の関係
・函館市周辺の「地震ハザード」
・自然災害の危険度が高い 「日本の地形」

ハザードマップ，家族間の意思疎通，など

自然災害の素因（解説）
既存資料から読み取れる「地質素因」
GoogleMapから読み取れる「地形素因」
これらから「予測できる」素因

実例紹介
浸食海岸の調査実例

山腹崩壊の実例（動画）
山腹地すべりの実例（動画）
能登半島地震により確認された液状化現象

体験学習：液状化現象の発生メカニズム（実験）
災害から身を守る



 

 

 

 

 

令和５年度活動報告 
令和６年 7月 1日 

 

 

  

 
 

 

 

[函館市地域学校協働活動推進事業] 

北星小学校 地域コーディネーター 

作成者: 梶原 亜里沙 

 
 

 



 

 

2 

 

[地域交流 遊んで食べよう！！ 

                In 北星小学校] 

 

[~交流の中で地域社会との繋がりを深めよう~] 

 

 

実施日時:2023年 12月 26日(冬休み初日 サポート教室終了後～) 

 

 

実施場所:北星小学校 体育館 

 

 

参加人数:62名(うち北星小学校児童 38名) 

 

 

 

 

北星小学校児童 教職員 PTA カーリンコン協会 地域包括支援センター  

 

社会福祉協議会 地域住民 

 

たくさんの方々にご参加いただきました 

 

 



 

 

3 

 

内容:冬休み初日、サポート教室(宿題やワークなど持参し勉強)で学んだ

後、体育館に集合し軽スポーツであるカーリンコンで汗を流したりプレイルーム

にて、かるた遊び(防災かるた&SDGs かるた使用)で学びを深め合う。参加

者全員(教職員も含め)で楽しむ。昼食には、地域の方が町会館で用意し

てくれたカレーライスを参加者全員で頂く。おかわり多数で完食！PTA のお

父様お母様に配膳のご協力をお願いする。 

 

コミュニケーションを図り、地域、学校、保護者が一体となり遊びや食事を共

にするなかで児童が異学年や大人との関わり、地域社会との繋がりをより一

層深めることができる。 

 

共に遊ぶ、共に食事することを通して、全体で楽しさを感じながら三者(地

域、学校、保護者)で子ども達を育て、見守る目が常にあるということ等、互

いに意識の向上、再確認をすることができる。 

 

～今後～ 

児童数が減少していく中で学校が閉鎖的にならないよう、地域と学校の連

帯を深める活動を行っていくうえで連帯する体制を整えるための基盤づくりの

重要性を改めて感じた。学校運営協議会や教育活動等に、地域の人材を

生かし、活発に協議していける場を増やしたいと思う。 

 



 

 

 

 

 

 

函館市教育委員会学校教育部教育政策推進室学校再編・地域連携課 

令和６年（２０２４年）６月作成 



１ 

 

 

実践事例集について 

 

 
   

   

 

 

 

 

本市では，各地域において，保護者や地域の皆様とともに，学校運営

協議会で協議した内容等をもとに，様々な地域学校協働活動が展開され

ています。 

 

また，令和２年度（2020 年度）から，地域と学校をつなぐパイプ役と

して地域コーディネーターを配置しており，当初は市立学校１４校に計

８名からはじまり，令和５年度（2023 年度）は２７校・１園に計１７

名，令和６年度（2024 年度）には３０校・１園に計２１名に拡充し，さ

らなる地域学校協働活動の充実を図っています。 

 

本事例集では，主に地域コーディネーターが関わった小・中学校での

活動を紹介しています。保護者や地域，学校関係者の皆様におかれまし

ては，今後の活動にあたって，参考にしていただければ幸いです。 

 

 

 



１ 地域コーディネーター
地域学校協働活動の企画・立案，地

    域や学校との連絡調整など（複数校兼
    務可）

２ 地域連携担当教職員（各学校に1名）
学校の窓口（校務分掌に位置づけ）

函館市のコミュニティ・スクールのイメージ図

コミュニティ・スクール

校長（学校）

学校運営方針

学校運営・教育活動

学校運営協議会

委員：保護者・地域住民など

（学校運営や必要な支援に関する協議）

教育委員会

・各地域学校協働活動の連携についての
各種調整・支援

・学校，保護者，地域との連絡調整

・地域コーディネーターとの調整

地域学校協働活動

（窓口）地域連携担当教職員

地域学校協働活動連絡会議
（委員：地域コーディネーター）

～（ 例 ） 各コミュニティ・スクールの取り組みの手法として～

交通安全部

見守り活動
への協力

放課後や長期休業
の学習支援

地域の祭り
での連携

職場体験
への協力

スポーツ協会 文化団体協議会 企業・ＮＰＯＰＴＡ 町会 社会学級

参画

学校支援の総合的な企画・立案

委員委嘱

連携調整
説明・要望

連携・協働
学校支援

地域学校協働本部

地域コーディネーター

具体的な活動の推進（教育委員会が委嘱）

両輪で連携・協働
学校支援

地域とともにある学校づくり
学校を核とした地域づくり

地域人材・資源
の積極的な活用 学習活動部 地域活動部 キャリア形成部 環境整備部

学校花壇整備
への協力

情報交換・
活動の推進

意見・承認

企画・立案
連絡・調整

連携・協働

※ 上記はイメージ図であり，全学校の現状を表すものではありません。

・各学校での活動事例の情報共有

・本市の地域学校協働活動の今後の方向
性に関する検討 など

２

（令和６年４月現在：配置校３０校・１園，地域コーディネーター２１名）



３ 

 

【活動】 
「桔梗地区つながるマルシェ」 

 

 

        

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民等 

 桔梗町会・ 

包括支援センターよろこび 他 

他 

 

 

 

    活動した子ども 

運営ボランティア：青柳中生徒８名 

ポスター作製：青柳中美術部， 

  あさひ小校区放課後児童クラブ 

 

 

 

 

    

 

地域住民等 

地域包括支援センター職員 

    約１０名 

 

 

 

 

① 青柳中学校・あさひ小学校 

【活動】 

 「包括支援センターあさひ祭り」 

 

2 

  

     活動日・場所 

令和５年 ９月１６日（土） 

包括支援センターあさひ 

 

 

3 

②   桔梗中学校 

 

3 

1 

     活動日・場所 

令和５年７月３０日（日） 

交流スペースよろこび 

1    活動した子ども 

桔梗中生徒 ２５名 

2 

 
包括支援センターあさひ祭りの様子 

 

 

主催：青柳ネット 
（青柳中・弥生小・青柳小・あさひ小合同ＣＳ） 

主催：桔梗町会・包括支援センターよろこび・ 
桔梗中ＣＳ合同実行委員会 

活動概要 

▼中学校区内にある包括支援センターでの祭り 
 のポスターをあさひ小校区放課後児童クラブ 
と青柳中美術部が作成し，当日の運営を青柳 
中の生徒がボランティアとして手伝った。 

活動の 
ねらい 

▼自分たちの住む地域に目を向け，持てる力を 
発揮し地域のために役立とうとする｢豊かな 
心｣の育成を目的としている。 

活動の 
成果など 

▼奉仕活動に積極的に取り組み，自身の活動を 
褒められたり，感謝されることで児童・生徒 
の自己有用感を高めるよい機会となった。 

活動の 
ポイント 

▼児童一人一人が，町会活動や，町会が地域 
で果たしている役割などを，学ぶことによ 
り，町会と自分の生活とのかかわりについ 
て，理解を深めることにつながった。 

 

 

 

活動概要 
▼桔梗町会，包括支援センター，桔梗中コミュ 
ニティ・スクールが合同でマルシェを開催し， 
地域の活性化を図った。 

活動の 
ねらい 

▼地域が一体となって，町会や福祉，青少年育 
成について実践を通して理解し合うことによ 
り，町全体を知り地域を愛する心を育てるこ 
とを目的としている。 

活動の 
成果など 

▼来場者への対応や運営の手伝い，イベントへ 
の参加などを通し，地域の幅広い年代の人々 
と交流ができたことにより，地域の活性化の 
一助となった。 

 

 

 

桔梗地区つながるマルシェの様子 

 

 



４ 

【活動】 
講話「消防団の仕事」（３年生の社会科の学習） 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民等 

消防団 ２名  

 

 

 

 

    活動した子ども 

五稜郭中生徒 ４名 

 

 

    

 

地域住民等 

北浜町会・企業・大学生・ 

包括支援センター他 計４２名 

           計 ８名 

 

 

 

 

③   五稜郭中学校 

【活動】 
地域交流会～みんなにやさしいまちづくり「つながりの輪」～ 

 

 

2 

  

     活動日・場所 

     令和６年 1月 2０日（土） 

北浜町会館 

 

3 

④   万年橋小学校 

 

3 

1 

    活動日・場所 

令和５年１１月１３日（土） 

万年橋小 体育館 

1     活動した子ども 

万年橋小児童     ３年生 

2 

   
地域交流会（クリスマス会）の様子 

 

 
主催：五稜郭中 CS 

主催：万年橋小ＣＳ 

活動概要 

▼３年生の授業の中で，正しい知識やスキルを 
身に付け，小学生のうちから防災意識を高め 
るため，地域の消防団員の活動について講話 
を行った。 

 

活動の 
ねらい 

▼防災に関する知識やスキルを身に付けるとと 
もに，児童と地域住民の交流を深めることを 
目的とする。 

 

活動の 
成果など 

▼地域の消防団員の活動について理解し，体験 
 を通して防災についての知識やスキルを身に 
付けるとともに，地域住民との交流を深める 
ことにつながった。 

 

 

  

 

 
講話の様子 

 

活動概要 

▼地域住民，企業，大学生，中学生，外国人技 
能実習生など地域の多様な人々が集まり，地 
域の問題や活性化のため何ができるかを，多 
角的な視点で意見交換を行った。 

活動の 
ねらい 

▼地域の一員として，自己の役割と存在を見つ 
けることを目的とする。 

活動の 
成果など 

▼生徒たちは話し合いにおける積極性や発表に 
おけるリーダーシップが培われたほか，地域 
との交流を深める貴重な機会につながった。 

 

 

 



５ 

 

 

        

 

 

 

 

 

地域住民等 

大森浜小 CS・保護者・町会・ 

地域ボランティア  計４３名 

 

 

 

   活動した子ども 

巴中生徒 ６名 

 

 

       

 

 

地域住民等 

巴中職員  ３名 

巴中 CS   ３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤   巴中学校 

【活動】 
「函館高盛金刀比羅神社 絵馬奉納祈願祭」 

 

 

活動概要 
▼巨大な絵馬に受験生である 3 年生の希望者が 

願いを書き込み， 函館高盛金刀比羅神社の奉 
納祈願祭に参加し，高校合格を祈願した。 

活動の 
ねらい 

▼旧光成中で行われていた高盛金刀比羅神社で 
の地域の若者の成人を祝う伝統行事を統合校 
である巴中でも継承していくとともに，合格 
祈願として受験生を応援することを目的とし 
ている。 

活動の 
成果など 

▼地域の伝統行事を知るとともに，次代を担う 
存在として，生徒たちが地域の方々から応援 
されていることを実感し，感謝の気持ちを持 
つ機会につながった。 

 

 

 

2 

  

    活動日・場所 

令和６年２月１１日（日）  

函館高盛金刀比羅神社 

 

3 

⑥   大森浜小学校 

 

3 

1 

     活動日・場所 

令和５年１１月１８日（土） 

大森浜小各教室・体育館 

1    活動した子ども 

大森浜小児童 ３９３名 

  

 

 

2 

活動概要 

▼家庭・学校・地域が一体となって教育への 
理解や関心を高めるための取り組みとして， 
地域住民や保護者が講師となり，学年別に， 
昔遊び，本の読み聞かせ，理科の実験など 
を行った。 

活動の 
ねらい 

▼地域との交流や外部人材の活用を通じ，地 
域に根ざした学習活動を充実させ， 地域へ 
の愛着やほこりを育むことを目的とする。 

活動の 
成果など 

▼子どもたちと地域住民のコミュニケーショ 
ンの場となり，地域全体で子どもたちの教 
育にについて考え，行動しようとする意識 
が高まった。 

 

 

 

   
2024 年絵馬奉納祈願祭の様子 

 

 

 

   
「大森浜教育の日」の様子 

 

 

主催：巴中 CS 

【活動】 
「大森浜教育の日」（２年生「せかいでひとつのわたしのおもちゃ」） 

 

 

主催：大森浜小 CS 



６ 

 

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

地域住民等 

えさん小 CS・ 

地域ボランティア（函館市社協）他 計３１名 

 

 

 

   活動した子ども 

南本通小児童 ５０名 

地域住民等 

南小 CS・ 

地域ボランティア 他 計３０名 

 

 

 

 

 

 

 

⑦  南本通小学校 

【活動】 
 古着 de ワクチンプロジェクト「南小ＣＳフェスティバル」 

 

 

活動概要 

▼SDGs に取組んでいる企業や事業所のブー 
スを設け，ワークショップなどを実施した 
ほか，不用品の交換会を実施し，余った不 
用品を関係団体に寄付するための梱包作業 
を参加者全員で行った。 

活動の 
ねらい 

▼古着や不要なおもちゃなどのリユース活動 
を通して，身近なところから SDGs に取り 
組むとともに，学校と地域との交流を深め 
ることを目的とする。 

活動の 
成果など 

▼ワークショップや不用品交換会を通じ，SD 
Gs としての取組を実践的に理解できたほか， 
子どもたちが地域の企業等を知るよい機会 
となり，地域の協力を得やすい環境を整備 
する一助となった。 

 

 

 

2 

  

    活動日・場所 

令和５年 1１月１１日（土） 

南本通小 体育館 

 

 

 

3 

⑧  えさん小学校 

 

3 

1 

     活動日・場所 

令和６年１月２３日（火） 

えさん小体育館 

1    活動した子ども 

えさん小児童 ３８名 

 

 

 

 

2 

活動概要 
▼毎年行われる新春ふれあい交流会で，子ど 
もたちが地域住民とともにモルックや昔あ 
そびなどを行った。 

活動の 
ねらい 

▼人口減が進む地域において，子どもたちや 
地域住民とのコミュニケーションを図る場 
が失われがちなことから，お互いの交流を 
深める機会を創出することを目的とする。 

活動の 
成果など 

▼子どもたちが，昔あそびやモルックを通し， 
幅広い年代の地域住民と交流を深めること 
ができ，地域コミュニティ形成の推進を図 
る一助となった。 

 

 

 

   
フェスティバルの様子 

 

 

   
モルックでの交流風景 

 

 

主催：南本通小 CS 

主催：えさん小 CS 

【活動】 
「えさん小 CS 新春ふれあい交流会（モルック）」 

 



７ 

 

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民等 

 包括支援センターゆのかわ ３名 

深堀町会３名  計６名 

 

 

 

   活動した子ども 

昭和小１・２年生 計１２７名 

地域住民等 

 町会 約１０名  

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 昭和小学校 

【活動】 
「学校と町会が協力した防犯パトロール」 

 

 

活動概要 

▼集団下校時に，町会担当者が同伴し，児童 
が安心・安全に下校できるよう，児童とと 
もに危険箇所の安全確認をしながら，下校 
をサポートした。 

活動の 
ねらい 

▼小学校低学年を不審者から守ることを目的 
に，小学校と町会が連携して防犯パトロー 
ルを実施することで，地域の安全・安心の 
基盤をつくることを目的としている。 

活動の 
成果など 

▼町会担当者からの注意喚起等により，子ど 
もたちは，通学路上の危険箇所を理解する 
ことで，より安心・安全な登下校を行う基 
盤づくりができた。 
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    活動日・場所 

令和５年１０月１０日（火） 

昭和小校区 

 

 

 

3 

⑩  深堀中学校 

3 

1 

     活動日・場所 

令和５年１２月１６日（土） 

深堀中 技術室 

1    活動した子ども 

深堀中生徒 ２１名 

 

 

 

 

2 

活動概要 
▼廃材を活用し，小さな子どもから高齢者ま 
で使えるようなベンチを製作し，地域の町 
会館へ寄贈した。 

活動の 
ねらい 

▼廃材を活用することでSDGｓについての学 
びを深めるとともに，技術の授業で習得し 
たスキルを実践する機会を設け，さらに， 
地域に貢献することで郷土愛を育むことを 
目的としている。 

活動の 
成果など 

▼完成したベンチを寄贈し，町会の方に喜ん 
でもらえたことや，本活動がメディアにと 
りあげられたことにより，子どもたちの自 
信や郷土愛を育むことにつながった。 

 

 

 

   
集団下校の様子 

 

   
ベンチ作成の様子 

 

 

主催：昭和小 CS 

主催：深堀中 

【活動】 
「廃材を活用して地域へ寄贈するベンチを作ろう」 

 
 

 

 



８ 

 

        

 

 

 

 

 

 

  

地域住民等 

  港中校区内３町会， 

各教育施設関係者等 

 

 

 

   活動した子ども 

千代田小全児童  

地域住民等 

 白鳥町会・千代田小 OG 

計５名 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 千代田小学校 

【活動】 
 「千代田小バンダナ応援隊」 

 

 

活動概要 
▼千代田小のイメージカラーの黄色いバンダナ 
を身に着け，児童が安心・安全に登下校でき 
るよう，見守り活動を行った。 

活動の 
ねらい 

▼黄色いバンダナを身に着け見守り活動を行う 
ことにより，子どもたちに黄色いバンダナを 
応援隊の目印として定着させ，より安心して 
過ごせる町づくりへ結びつけることを目的と 
している。 

活動の 
成果など 

▼見守り活動を通し，子どもたちが安心・安全 
に登下校できるとともに，黄色いバンダナ＝ 
応援隊として浸透してきたことにより，交流 
が深められた。 
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    活動日・場所 

毎月１５日 

千代田小校区 

 

 

 

3 

⑫  港中学校・港小学校 

 

3 

1 

     活動日・場所 

令和５年９月 1日（金） 

港小体育館など 

1    活動した子ども 

港中・港小・亀田港保育園・函館大谷 

短大附属港認定こども園 計約 500名 

名 

 

 

2 

活動概要 

▼港アカデミック・パッケージ・システムズ 
（ＭＡＰＳ）に基づき，港中校区内の学校 
と地域教育に携わる幼稚園や大学等の教育 
施設・町会などの構成員とともに，講義の 
受講や避難訓練を合同で行った。 

活動の 
ねらい 

▼学校と地域が合同で避難訓練や避難の在り 
方を考えることにより，地域全体の防災意 
識を高めるほか，より本番を想定した避難 
の仕方を確認することを目的とする。 

活動の 
成果など 

▼従前は小中別々に実施していた避難訓練を 
 地域と一体となって合同で実施したことに 
より，より実践的な避難の在り方を学ぶと 
ともに，避難経路上の危険箇所などの認識 
を共有できた。 
 

 

 

 

   
「千代田小バンダナ応援隊」 

 

   
ハザードマップについて学んでいる様子 

 

 

主催：千代田小 CS 

主催：港中・港小 CS 

【活動】 
「地域合同避難訓練」 

 

 



９ 

 

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

地域住民等 

ボランティア １名 

 

 

 

 

   活動した子ども 

北星小児童 ３８名  

地域住民等 

北星小地域コーディネーター・ 

北星小 PTA・函館カーリンコン協会 

他 計２４名 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 北星小学校 

【活動】 
 地域交流「“遊んで、食べよう！！” in 北星小学校」 

 

 

活動概要 

▼冬休みを利用し，カーリンコンで汗を流し， 
かるた遊びでSDGsや防災を学び，地域住民 
が協働で調理したカレーライスを食べながら， 
地域，児童，保護者が交流をした。 

活動の 
ねらい 

▼地域，児童，保護者が遊びや食事を共にしな 
がら，異学年や地域との繋がりを深めるとと 
もに，地域で子ども達を育て，見守るという 
意識の向上を図ることを目的としている。 

活動の 
成果など 

▼児童は，カーリンコンやかるた遊び等でボラ 
ンティアスタッフや地域住民との交流を通し， 
地域の活動への興味や関心，これからの関わ 
り方を改めて考えるきっかけとなった。 

 

 2 

  

    活動日・場所 

令和５年１２月２６日（火） 

北星小 体育館等 

 

 

 

3 

⑭ 北中学校 

 

3 

1 

     活動日・場所 

令和６年３月 1日（金） 

  北中 体育館 

1    活動した子ども 

北中 ２年生 ５９名 

 

 

 

2 

活動概要 
▼特別授業として，身近に起こりうる山地災 
害や地震災害の話題を中心に，自然災害を 
題材とした防災教育を実施した。 

活動の 
ねらい 

▼防災意識の向上と，身近に潜む自然災害の 
危険性を示すとともに，家族との情報共有 
や避難訓練の重要性など，日常の心得を理 
解することを目的とする。 

活動の 
成果など 

▼実際の地すべりの映像や，液状化現象の再 
現実験を生徒自身が体験することにより， 
自然災害の危険性を身近なものとして再認 
識し，防災意識を高めることができた。 

 

 

 

   
カーリンコンの説明の様子 

 

   
実験の様子 

 

 

主催：北星小地域コーディネーター 

北星小 PTA 

主催：北中 

【活動】 
防災教育「防災について考える時間～土砂災害を題材に～」 

 



１０ 

 

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民等 

地域企業 ５名 

 

 

 

 

   活動した子ども 

戸井学園５・６年生 １１名  

地域住民等 

 ヘルスボランティア 6名 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑮  戸井学園 

【活動】 
 「餅つき体験多世代交流」 

 

 

活動概要 
▼冬休みの学習会を利用し，福祉学習の一環と 
して高齢世代と児童の多世代が協力して，餅 
つき・餅づくりを行った。 

活動の 
ねらい 

▼子どもたちと高齢者が集い，昔ながらの餅つ 
きを再現することで，高齢世代から豊富な智 
恵や技を学び，伝承しながらお互いの交流を 
深めることを目的とする。 

活動の 
成果など 

▼子どもたちと高齢者が協働することにより， 
高齢世代の豊富な智恵や技を学ぶことができ 
たほか，お互いの交流を深める良い機会とな 
った。 
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    活動日・場所 

令和６年１月１１日（木） 

戸井西部総合センター 

 

 

 

3 

⑯  市立函館高校 

 

3 

1 

     活動日・場所 

令和５年４月２４日（月） 

  市立函館高校 

1    活動した子ども 

市立函館高校１年生 ２００名 

 

 

 

2 

活動概要 

▼地域で活躍する様々な職種の社会人を講師 
として招き，１年生を対象に，仕事の内容 
や，社会人としての生き方，考え方などに 
ついて講話を行った。 

活動の 
ねらい 

▼高校入学間もない生徒に，働くことや社会 
に貢献することの意義，楽しさについて講 
話を通し，自身の生き方や人生を前向きに 
考えるきっかけを与えることを目的とする。 

活動の 
成果など 

▼人生には失敗や挫折もあり，決して平坦な 
ものではないことを知り，恐れずに自己の 
目指すキャリア形成に向かい，校訓「何を 
求める」を浸透させる機会となった。 

 

 

 

   
餅づくりの様子 

 

   
講話を聴く生徒たちの様子 

 

 

主催：地域包括センター社協 

協力：社会福祉協議会戸井支所，恵山支所， 

戸井教育事務所 

主催：市立函館高校 探究部 

【活動】 
社会人講話（１年生 総合的な探究の時間） 
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